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は じめに
1845年,アイルラン ドをジャガイモの大凶作が襲 った。この大凶作 とそれに伴 う大飢饅は,ア
イル ラン ドに計 り知れ ない打撃 を与えただけではな く,や がては世界に対 して も大 きな影響 を も
た らす ことになる。
2001年夏,短 期在外研究の機会を得て,文 学研究のためアイルラン ドを訪れた際,コ ー ヴとい
う港町に立ち寄った。 この町か ら思 いお こされ るい くつかの事柄一 アイル ラン ドのジャガイモ飢
饅,そ の結果 と して生 じたアイル ラン ドか らアメ リカへ の大量移民 それ を題材 に したアイル ラ
ン ド文学,この移民がアイルラン ドや世 界に与えた影響な ど一 につ いて,ここに記す ことにす る。
港 町 コー ヴ
アイル ラン ド島のほぼ南端,コ ー ク湾内の グ レー ト・アイ ラン ド島に コー ヴ(Cobh)とい う港
町がある。 フランス ・ゴシ ック様式の壮大な聖 コルマン大聖堂が,ケ ルテ ィック海 と遥か大西洋
を見下ろす 丘に葺え立ち,通 りには色 とりど りの美 しい洒落た建物が連な り,桟 橋 には大小様 々
な船や ヨッ トが,行 き来 した り船体を休めた りしている。海辺 の遊歩道 に続 く小 さな公園では,
花 に囲まれ た芝生で人 々が陽を浴びている。
コー ヴとい う名前は,「入 り江」を意味す る"cove"に由来す る。 元はCoveと称 していたが,
1849年,英国のヴィク トリア女王が ここを来訪 したのを記念 して,クイー ンズタ ウン(Queenstown)
と改称 され た。その後,ア イル ラン ドが英国か ら独 立 して 「アイル ラン ド自由国」 となった1921
年,元 の コー ヴに戻 され,表 記 もアイル ラン ド風にCobhとなった(ア イル ラン ド語では,〔v〕
の 音はbhと 綴 る)。この改称 には,ア イル ラン ドと英国 との確 執が見 うけ られ る。17世紀 に始
まるこの町は,18世紀 末か ら19世紀初頭 にかけての対フランス(対 ナポ レオン)戦 争の時,こ
の港が英国海軍艦船 の集結地 になったことか ら大 きく発展 し,そ の後は,大 西洋航路の主要な港
として,ま た海辺の保養地 として,栄 えて きた。
1912年4月,タイ タニ ック号は最後の寄港地 としてこの港に立 ち寄 り,こ こか ら大西洋へ向 け
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て,最 初に して最後 となる航路をとった。海辺 には,タ イ タニ ック号の記念碑があ る。第一次世
界大戦中の1915年5月 には,ニ ュー ヨークからの長い船旅 をよ うや く終 えようと していた英国
の客船ル シタニア号が,コ ー ヴ港を 目前に した沖合で ドイツのUボ ー トに撃沈 され,2千 人近 く
の乗客乗員の多くが犠牲になった。乗客の多 くがア メ リカ人であった ことか ら,そ れまで中立を
守 っていたアメ リカ国内に,対 独戦争への参戦の世論が湧 き上がった といわれている。 ル シタニ
ア 号の犠牲者 を悼む慰霊碑 も町の広場にある。
アイル ラン ドの歴史に関 して考えれば,こ の町 には さらに重要な意味がある。それは,こ の港
が,移 民 として新 天地を求めて故国を去るアイルラン ドの人々を,他 のどの港よ りも多 く送 り出
した ことで ある。 アイル ラン ドか らの移民は,宗 教的,社 会的な圧迫や貧困などを原因 と して,
すでに17世紀か ら始ま ってはいたが,本 格化 したのは18世紀で ある。初 めは,英 国,ヨ ー ロッ
パ,オ ース トラ リア,ニ ュー ・ジー ラン ド,南北ア メリカな どを移住先 としたが,そ の後 次第に,
ア メリカ合 衆国が主な移住先 となった。アメ リカ独立戦争(1765～83年)前後数十年間にアメ リ
カ合衆国に渡ったアイルラン ド人の数は約50万 人だった。19世紀に入るとその規模は大きくな
り,19世紀前半には,100万ものアイルラン ド人がア メ リカに移 住 したが,そ の半数 は英国プロ
テ スタン トの圧制か ら逃れ ようとしたカ トリック教徒たちだった。そ して,1840年代 から60年
代 にかけて,移 民の数は急増す る。 この20年 間だけで,実 に100万人以上 ものアイル ラン ド人
がア メリカに移住 した")。この異常な増加 こそが,1845年に始まったジャガイモ飢饅の結果だっ
たのである。20世紀になっても,ア イルラン ドか らアメ リカへの移 民は続 いた②。 この よ うに,
これまで新天地 を求めてアイルラン ドを去 った600万ともいわれ るアイル ラン ド人の中の250万
もの人たちが,こ のコー ヴの港から,故 国アイル ラン ドを去ったのである。
海辺 にコー ヴ ・ヘ リテージ ・センター(ク イーンズタウン ・ス トー リー)と い う資料館 がある。
この町の歴 史が,さ まざまな展示晶やAV設 備 によって語られ ている。 タイ タニ ック号に関する
展示 もあるが,中心 になるものは移民 に関す るものであ る。移民を運ぶ移送船は小 さな老朽船 で,
暴風雨に襲われた り,航 海中にチフ スや コレラの伝染病に罹 る人が続発 した りして,多 くの人た
ちが新天地にたどり着 く前に命 を落 とした。 当時のアイルラン ドか らの渡航者の内,目 的地に生
きて到着できたのは,60パ ーセ ン トしかいなか った。f棺桶船]と も呼ばれていた この船の悲惨
な様子が,広 いスク リーン と大きな音響に よって,生 々 しく再現 され る。
資料館近 くの海辺 には,こ の港が多 くの移民を送 り出 した ことを示す記念碑 がある。 アイルラ
ン ドを去って行こ うとす る三人の母子のブ ロンズ像で,子 供は海の方を見てい るが,母 は後 ろを
振 り返って故郷の地を見っめてい るかのよ うである。
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このよ うに,ア イル ラン ドか らの海 外移民が急増 したのは1840年代か ら1860年代であ り,そ
の原因は1845年のジャガイモ飢饒であった。 この飢饅は,ど の よ うな社会状 況の中で,ど の よ
うに して生 じたのであろ うか。
紀元前4世 紀頃 か ら始 まったケル ト人の国 であるアイル ラン ドは,一 時期 ヴァイキングの支配
を受けたことはあったが,独 自の高い文化 を有 して長 い間平安を保 ってきた。 しか し,12世紀に
英国王ヘ ン リー2世 が ローマ教 皇か らアイル ラン ドにおける統治権を与えられ たことから,英 国
はアイル ラン ド支配 を開始す る。以後,そ の英国 とそれに反抗す るアイル ラン ドとの 間に抗争が
何百年 も続 くことにな る。16世紀には,ヘ ン リー8世 によって行 われた宗教改革によってプ ロテ
ス タン ト(英 国国教会)と なった英国が,古 くか らのカ トリック国であるアイル ラン ドにプロテ
スタン トを強要 した。 アイルラン ドは これに激 しく抵抗 し,各地 に暴動が頻発 した。17世紀 に入
ると英国に よるアイル ラン ドの植 民地化の動 きが激 しくなる。1641年には英国王チャールズ1世
が大規模なアイル ラン ド討伐 を行い,さ らに ピュー リタン革命(1649年)後は,ク ロム ウェルが
容赦 ない征服を繰 り広げた。 カ トリック教徒の士地は没収 され,英 国の不在地 主によるアイル ラ
ン ドの上地支配が行われ,と くに農 民は悲惨な貧窮状況を強 いられ た。宗教上や社会上の差別 も
厳 しく行われた。 この17世紀 とそれ に続 く18世紀には,ア イル ラン ド各地で多くの反乱や暴動
が頻発 したが,そ のつ ど苛酷 な弾圧 を受け ることになる。 この ようなことか ら,先 に も述べた よ
うに,こ の頃アイル ラン ドか らの移民が増 えてきたのである。
1800年,アイル ラン ドは英国に併合 され,連 合 王国の一部 とな る。 しか し,ア イル ラン ドの状
況は一向に変わ らず,む しろ,英 国に対す る反植民地運動,自 治独 立を求める運動,不 在地主に
対する農民の闘争,カ トリック対プロテ スタン トの宗教対 立,な どの激化によって,一・層厳 しい
ものにな っていく。 とくに農民の置かれた状況は酷 く,相 変わ らず反乱や暴動が続いた。 こ うし
た悲惨な状況か ら逃れ よ うとして,こ れ も前述 したよ うに,19世紀 に入る と,ア イル ラン ドを離
れ る移民の数 がさらに きく増大 した。そのよ うな厳 しい状況 において も,士 地問題 と自治問題の
解 決に向けての新 しい動 きが生 まれ,ア イルラン ドの指導者 ダニエル ・オ コンネルな どの努力に
より,1823年「審査 法」が廃止 された。 この法律は150年も前の1673年,王政復古(1660年)
後 チャールズ2世 の時代 に成立 した法律で,公 職に就 く者 を国教徒 に限定 し,力 トリック教徒を
公職か ら排 斥す ることを狙 った もので あった。翌1829年にはカ トリック教徒に対す る制限や差
別 を無 くすための 「カ トリック教徒解放法」が成立す る。 これで制限や差別が完全に撤廃 された
わけではないが,カ トリック教徒の復権が一応は果た されたわけである。
こ うしてアイル ラン ドの社会が新 しく動 き出そ うとした矢先の1845年,ジ ャガイモの凶作が
起 きた。 この凶作は47年 まで続 き,い わゆる 「ジャガイモ飢饅」 となったのである。 これはア
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イルラン ドに破壊的な打撃を与えることになる。
数千年前か らアンデ ス高地 で栽培 されていたジャガイモは,16世紀,ス ペイ ンの征服者によっ
て ヨー ロッパに もた らされた。 ヨー ロッパの人たちに食 され るよ うになったのは18世 紀 になっ
てか らと言われている。 ジャガイモは,そ の後,ヨ ー ロッパ本土,英 国を経て,ア イルラン ドに
も到来 していた。 当時,ア イル ラン ドの農民は主に小麦 とジャガイモを栽培 していた。収穫 され
た小麦は地 主によって英国に運ばれ,ジ ャガイモが農民の主食であった。
1845年の夏,ア イル ラン ドは冷 たい天候 と長 い雨に 見舞われた。そ して,農 民の生命 を支えて
きたジャガイモに疫病 が発生 し,こ れがアイル ラン ド全上にまたた く問に広が った。 この疫病の
原 因はある種の糸状菌③である。 ヨー ロ ッパ本 士お よび英 国か らもた らされた 当時のアイルラン
ドのジャガイモはランパーズ とい う純系株 であ り,こ の単一栽培が壊滅的な被害を惹き起 こす こ
とになった。 ジャガイモの原産地であるアンデ ス高原 では,以 前か ら,一 つの耕地に多種類のジ
ャガイモ を栽培 して,冷 病害 による壊滅的被害 を防いでいた とい う。
この頃 のアイルラン ドは,工 業化が極度に遅れている農村社会であ り,1841年の総人 口820万
の実に67パ ーセ ン トの550万以上が,農 村人 口であった。 しか もそのほとん どが,長 年にわた
って続いてきた土地収奪か ら生みだ された零細な農民や小 作人である。 常食 としていた ジャガイ
モが採れな くなったため,飢 餓 とそれを原因 とす る赤痢,チ フス,壊 血病などの病気によ り,彼
らの うち100万以上の人たちが死んだ。 また,100万以 上といわれ る人たちが故国を捨てて移民
となったのであるω。前述 したよ うに,移民が激増 したのは この ジャガイモ飢饅の時であ ったが,
その後 も人[の 流出は続 き,ア イル ラン ドの人[は 減少の一途をた どった。1841年の総人 口820
万は,1901年には450万足 らず となった。この人 口の減少は以後のアイル ラン ドに大 きな打撃を
与 えることにな る。
アイルラン ドの この状況に対 して,英 国政府 は有効な手段を講 じることができなかった。大地
主は,こ の飢饅 と移民 による人口減少の中にあ・っても,農 民か らの収奪の 手を緩 めなかった。 こ
んな状況の中か ら,ア イルラン ドの独 立を 目指す民族運動が湧 き起 こって くるc1848年には青年
アイルラン ド党が武装蜂起 を行 うが,鎮圧 され る。1858年にはフ ィニアン同盟がニ ュー ヨー クで,
アイルラン ド共和 主義 同盟がダブ リンで,そ れぞれ結成 された。 これ らは武闘主義の独立運動組
織 である.前者はアメリカに渡ったアイルラン ド移民組織 であり,資金 と武器 と南北戦争(1860-1865)
後除隊 したアイルラン ド人兵士多数 をアイル ラン ドに送 り込み,1867年に武装蜂起 を行 うが,こ
れ も鎮圧 されて しま う(5}。そσ)後も様 々な対英独立運動がおこなわれ,紆 余曲折を経 て,1921年,
アイルラン ドの北部を除 く地域が 「アイル ラン ド自由国」 として英国 自治領 とな るが,人 口の5
分の3が プロテスタン トであるアル スター地方は北アイルラン ドとして英国に留 まることになる。
1937年には,「アイル ラン ド自由国」は国名を 「アイ レ」 と改め,英 連邦の一国 とな り、次いで
1949年,「アイルラン ド共和国」 として,英 連邦か らも離脱 して完全な独立を果たす。 しか し,
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北アイルラン ドはそのまま英 国に残 り,こ れがアイル ラン ド問題 の原因 と して現在に至 っている
わ けである。
オフラパティの短編小説 「国外移住」
ジャガイモ飢饅は,ア イル ラン ド文学のテーマの一つに もなった。アイル ラン ドに,リーアム ・
オフラバテ ィ(LiamO'Flaherty,1896-1984)とい う作家 がい る。アイルラン ド西岸のアラン島の
生まれ で,第 一次世界大戦には英国軍に入隊 しフランス戦線 で戦った。 退役後,祖 国アイル ラン
ドの対英独立運動 に加 わ り,ア イル ラン ド共和国軍の兵 士 としてダブ リンで英国軍と戦った。そ
の後,文 学の世界に入 り,数 々の作 品を発表す る。 作品には,ア イル ラン ドの厳 しい現実を写実
的な手法 で描いたものが多い。彼 は,あ の大飢饅に襲われた農民の悲惨 な生活 を描いた,文 字通
り 『飢饅』(Famine)とい う題名の小説 を1937年に発表 している。
彼の作品の一つに 「国外移住」("GoingintoExile")とい う短編小説が ある。
バ トリック ・フィー ニーの小屋は村 人であふれ かえっていた。 大きめの台所の壁 ぎわには男
も女 も子供 も,場 所 によっては三列になって,長 椅子や椅 子,腰 掛 け,あ るいは互いの膝の上
に座 っていた。セ メン トの床 では三組 の男女が ジグを踊 っていた。物凄 い埃が舞い上がってい
たが,暖 炉で燃 える泥炭の火 の勢いで煙突 にす ぐ吸 い込 まれ て しまった(6)。
とい う冒頭の部分は,楽 しいパーテ ィの様 子ではな く,村 人の悲 しい別れの集ま りの情景であ
る。(アイル ラン ドの人々に とっては,ど んな時で も,歌 と踊 りは欠かせ ないものなのだ。)この
家の主フ ィーニーは,貧 しい農民である。 この夜は,フ ィーニーの二人の子供た ち,メ ア リとマ
イケルが移 民と して明 日の朝アメ リカへ旅立つので,村 人たちが集 まっているのだ。おそ らくは
二度 と会 えないであろ う子供たちを見送るフ ィーニー とその妻の心情,心 の どこかでアメ リカに
対 して夢 を抱 いているメア リとマイ ケルの,父 と母 に対す る複雑な感情、 こうした ものが,表 向
きは賑やかな村人た ちの騒 ぎを背景に,ユ ーモア とペー ソスを交えて描かれ る。
翌朝,二 人の子供は家 を出て行 く。
母親 は寝室か ら台所 へ入 って きた。… それか ら両手 を高 く振 り上げ ると庭 に走 り出た。
「帰 っておいで」彼女は叫んだ。 「私の ところへ戻っておいで!」
彼女は鼻腔 を広げて,大 きく息を しなが ら激 しい 目付 きで道 を見た。誰 も見えなかった。誰
も答 えなかった。 太陽の照 りつけ る灰色の岩 に囲 まれ た石灰岩の道が曲が りくねって続 いてい
るだけだった。道 は丘の向 こうへ と消えていた。
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二人の老婆は彼女を台所へ連れ戻 した。
「時が経てばすべては癒 される ものさ」一人 が言 った。
「そ う。時 と我慢jも う一人が相槌を打った。
こ うしてこの物語 は終わ る。 この作品は1924年に発表 され たが,こ れが何時の時代 を背景 と
して いるのかにっいて,作 品 自体は何 の説明 も していない。 しか し,あ のジャガイモ飢饅 の頃 を
時代背景 としていることは十分 うかがわれ る。
この作品は,移民と してアイル ラン ドを去 っていく人々とそれ を取 り巻 く人 々 との姿を通 して,
アイル ラン ドの現実の…断面を鋭 く挟 っている。 この短編小説の原題 が"GoingintoExile"であ
ることに注 目したい。 「移民」や 「移住」を表す 普通の英語は"emigrant"や"emigration"であ
る。オフラバテ ィは,こ の短編 小説の題名 として,こ うした語は用いずに"exile"とい う語を用
いている。"exile"は,「追放,亡 命,流 刑」を意味す る語である。あの頃のアイル ラン ドからの
新大陸への 「移住」は,実 は,故 国か らの 「亡命」や 「追放」に他 な らなかったのである。
アイル ラン ド系の人々
ジャガイモ飢饅のま さに最中の1847年,故 国アイル ラン ドを捨ててアメ リカに渡 った多 くの
人々の一人に,バ トリック ・ケネデ ィとい う人物 がいた。ア メ リカ合衆国第35代 大統領 ジ ョン ・
F・ケネデ ィ(JohnFitzgeraldKennedy,1917-63)の曽祖父 であ る。バ トリックはボス トンに居 を
構 える。 その子で同名のバ トリックは酒類販売業で成功を収め,民 主党員 として政 界に出て活躍
するこ とになる。当時ボス トンの政界の実力者は,や は りアイル ラン ド系移民の子 であるジ ョン ・
F・フィッツジェラル ドで あった。や がてバ トリックの長男 ジ ョーゼフ とジョンの娘 ローズ とは
結婚 し,そ の二人の間 に生まれたのが後 のケネデ ィ大統領 である。
あの ジャガイモ飢饅 がなかったな ら,ア メ リカにケネデ ィ大統領は現れなかった ことにな る。
そ うだ とすれば,第 二次世界大戦後,米 ソ問の緊張が,そ して世界の緊張が,頂 点にまで達 した
1962年のキューバ危機 の時,当 時の ソヴィエ ト連 邦フル シチ ョフ首相 と対決 したのは,ケ ネデ ィ
ではな いアメ リカ合衆国大統領 とい うことにな る。 そ うだったなら,あ の時世界はど うなってい
たであろ う。
アイ ルラン ド共和国の現在 の人 口は約360万であ り,北アイル ラン ドのそれ は約160万である。
これに対 して,ア イル ラン ドを除 く世界全体の アイルラン ド系の人たちは約7,000万人以上にの
ぼ るといわれている。アメ リカ合衆国にはその内の約4,300万人がお り,アメ リカの政治,経 済,
文化の分野で活躍 している。 大統領 に関 していえば,ケ ネデ ィ以外で も,レ ーガン元大統領や ク
一46一
リン トン前大統領 がアイルラン ド系で あ り,一 説 によると,こ れまでの歴代アメ リカ合衆国大統
領42人 の内,20人がアイル ラン ド系である。 カナ ダへは とくに18世紀 か ら19世紀にか けて多
くのアイルラン ド人が移民 し,アイル ラン ド系の人たちは政界で重きをな してきた。また,現在,
オー ス トラ リア人の30パーセ ン ト,ニ ュー ジーラン ド人の15パーセ ン トはアイル ラン ド系 とい
われ ている。
もちろん,こ うした世界のアイル ラン ド系の人 々すべてが,あ の1845年のジャガイモ飢鰹 に
故国アイル ラン ドを捨てて新天地を求めた人たちの子孫ではない。 しか し,当 時の移民の突出 し
た数からする と,彼 らの内の決 して少 なくない数が,あ の ジャガイモ飢饅に何 らかの繋が りがあ
る といえよう。1845年のアイルラン ドのジ ャガイモ飢饅 は,当 時のアイル ラン ドに影響 を与えた
だけではなく,そ の後の世界に も大 きな意味 を持つ ことになったのである。
終わ りに
アイル ラン ドの港町 コー ヴを訪れ て,ア イルラン ドの歴 史,ア イルラン ドの社会,ア イルラン
ドの農 業,ア イル ラン ドの文学,な どの 一端に触れ るこ とができた。
そ して,歴 史 とい うものが持 っている面 白さを,知 ることができた。
注
(1)移民の数に関 しては,様 々な説があるが,こ こでは主に,村 岡健次 ・木畑洋一編 『イギ リス史3』(山 川
出版社)に よる。
(2)アメ リカへの移民が急増 した背景には,当 時アメ リカ西部の開発が盛んで、鉄道,道 路,運 河の建設や,
発展する各種の工場などが,大 量の労働 力を要求 した ことがある。
(3)PhytoPhthorainfestans。StephenTomkinsetat,BioiogyatWorfe(糸賀 浩造他編 『英語で読む生命 と環境』 講
談社)よ り)。なお,こ の病原菌は,こ の3年 前に北 アメ リカ東海岸 一帯に発生 し,英 国か らアイル ラン ド
に入ってきたとい う(波 多野祐造著 『物 語アイルラン ドの歴 史』(中央公論新社)に よる)。
(4)大飢鰹による死者 と移 民の数については,前 者 が150万以 上,後 者が250万以 ヒな ど,種 々の説があ る。
ここでは,t:掲書 『イギ リス史3』 による。
(5)以来i,現在にいたるまでtア イルラン ド系アメ リカ人は,ア メ リカにおい て自分たちの社会的,経 済的地
位が向上 してきたことを背景に,祖 国アイル ラン ドの 自治や独 立のため,ア イル ラン ドにおける反英活動
を支援 し続 けてきた。
(6)橋本槙矩編訳 『アイルラン ド短編集』(岩波文庫)
なお,一 々出典は示さなかったが,他 にも多 くの書物やWebsiteを参照 させていただいた。感謝 を申 し上
げる。
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